
国内機関における研究デー タ管理の取り

組み状況調査(2022年度）
本調査は、 国内の大学・研究機関を対象に、 機関内での研究データ管理の取り組み状況
を把握することを目的として実施いたします。
昨今、 研究データ管理は、 研究データの積極的なオープン化を促進するオープンサイエ
ンス政策の要請と、 研究公正を目的とした論文の根拠となるデータ保存の両面から求め
られています。 そして、 研究データ管理実施のための具体的な体制作りは各大学・研究
機関に委ねられており、 各所で様々な議論が展開されています。
このような状況下において、 オープンアクセスリポジトリ推進協会 (JPCOAR) では本
調査を実施することで、 国内における研究データ管理のベストプラクティスの共有、 研
究データ管理サー ビス実施のための戦略立案に役立つデータを収集することができるの
ではないかと考えております。 調査結果については、 例年3月に開催される予定の
JPCOAR総会で公表するほか、 報告書の形で一般に公開する予定です。 ご協力に感謝い
たします。
なお、 本調査は大学ICT推進協議会 (AXIES) 研究データマネジメント (RDM) 部会及び
科学技術・学術政策研究所 (NISTEP)

データ解析政策研究室と協力して実施しています。 収集されたデータは、 分析及び報告
書作成のため両団体へ共有いたします旨、 あらかじめご承知おきください。

く基礎清報＞
調査期間： 2022年11月28 日～2022年12月28 日
質問数／所要時間： 全48問／約60分
セクション別想定回答先（※） ：
—セクション1（概要説明） ：メールアドレス (Q1：全1問）
ーセクション2（基礎情報）：JPCOAR参加機関窓口担当部署または機関リポジトリ担当
部署 (Q2~Q5：全4問）
ーセクション3（ニーズの把握）：機関内の研究データ管理 (RDM) 担当者／対応部署

(Q6"-'Q10 :全5問）
ーセクション4（データ管理体制の構築状況）：研究推進部署／URA等 (Q11"-'Q17：全7
問）
ーセクション5（研究データ管理サー ビスの実施状況）：大学図書館等 (Q18~Q27 ：全10
問）
—セクション6（情報インフラの整備状況）：情報基盤センター等 (Q28"-'Q46 ：全19問）
—セクション7（オープンアクセスリポジトリ推進協会 (JPCOAR) について）：JPCOAR 

参加機関窓口担当部署または機関リポジトリ担当部署 (Q47"-'Q48：全2問）

※想定回答先は、 各大学・研究機関の体制によって異なる場合があります。 本調査の回
答取りまとめ部署の方におかれましては、 質問内容に応じて適切な部署への照会をお願
いいたします。 適切な回答先が存在しない場合は、 全て「わからない」をご選択いただ
いて問題ありません。

く問い合わせ先＞

く収集したメールアドレス及び所属機関名の取扱い＞
本調査では、 回答者のメールアドレス及び所属機関名の記載をお願いしております。 収
集しだ清報は同 一 機関からの重複回答チェックに使用するほか、 本調査で回答いただい
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